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令和元年度随時監査（工事監査）の結果について（報告） 

 

 地方自治法第１９９条第５項の規定により、随時監査（工事監査）を行ったので、同条第９

項の規定により報告いたします。 
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第１ 監査の種類 

地方自治法第 199 条第５項の規定による随時監査（工事監査） 

 

第２ 監査実施年月日 

    監査実施通知   令和元年５月 ７日 

監査実施期間   令和元年５月 ７日～８月２０日 

書類・実地監査  令和元年７月 19 日 

 

第３ 監査対象 

      平成３０年度・令和元年度 外日角小学校長寿命化改修工事 

 

第４ 監査の着眼点、方法 

 監査は、工事の設計及び施工等が関係法令等に基づいて、適正かつ効率的に執行されているかを契

約書類及び設計図書等の関係書類の審査並びに工事現場の実地調査をし、関係職員から説明を聴取し

て行った。 

 なお、この監査にあたっては、工事技術に関する専門的知識を必要とするため、公益法人大阪技術

振興協会と工事監査に係る技術業務委託契約を締結し、技術士の派遣を要請した。 

 

第５ 工事内容等 

(1)  工事場所        石川県かほく市外日角ニ５２番地 

(2)  敷地面積        16,604 ㎡ 

                  

(3)  構造規模        校 舎 ･ 増築部 ： 鉄骨造 地上３階              1,904 ㎡ 

既設部     ： ＲＣ造 地上３階              4,777 ㎡ 

体育館 ･ 既設部 ： ＲＣ造 、鉄骨地上２階        1,263 ㎡ 

計 7,944 ㎡ 

建物高さ・・・・・校  舎 12.15 ｍ 

・・・・・体育館 11.20 ｍ 

 

(4)  契約金額      1,448,136 千円 

      〔内訳〕 

建築         1,139,400千円（仮設校舎含む） 

電気設備      154,917千円 

機械設備      153,819 千円 

 

(5)  施工業者      建築工事        表・トモエ特定建設工事共同企業体 

電気設備工事    柿本・清水特定建設工事共同企業体 

機械設備工事    松村物産・河北ガス水道特定建設工事共同企業 
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(6)  工 期         平成 30 年 5 月 15 日～令和元年 12 月 13 日 

 

第６ 監査の結果 

   対象工事における監査の結果、契約書等関係書類及び施工状況はおおむね適正であると認められた。 

   また、公益社団法人大阪技術振興協会の工事技術調査結果報告書では、「計画、設計、積算、契約に

関わる工事着手前の書類及び工事着手後の施工管理、安全・環境管理に関わる書類について調査を行

った結果、施工管理書類の作成及び整理保管に関して少なからず改善が望まれる点があるものの、概

ね、適切な施工管理書類の作成が行われていた。」と報告がされた。留意、意見、改善事項については、

今後適切な対応を講じるよう望みたい。 

また、今回の技術調査結果報告書を参考として技術水準の維持・向上による組織のレベルアップを

図り、今後も質の高い公共工事が行われることを期待するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


